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 IT 食 農 だ よ り 

東
海
地
域
の
６
次
産
業
化
推
進
人
材 

育
成
第
10
期
生
開
講
式 

「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス
」
の

開
講
式
が
２
０
２
１
年
８
月
28
日
（
土
）
に
、

コ
ロ
ナ
対
応
を
踏
ま
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
開
講
式
で
は
浴
俊
彦
先
端
農

業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
長
及
び
来
賓

（
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
委
員
）
の
方
の

挨
拶
や
、
山
内
高
弘
同
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授

か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
・
ス
タ
ッ
フ
紹
介

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
２
０
２
２
年
１

月
ま
で
、
約
５
ヶ
月
に
及
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間

中
、
39
名
が
共
に
学
び
合
い
充
実
し
た
時
間
と

な
る
こ
と
や
、
新
規
就
農
、
農
業
へ
の
就
職
、

転
職
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
文
責
：
山
内
高
弘
） 

 

「
コ
ロ
ナ
禍
で
増
加
し
つ
つ
あ
る
失
業
者
を

中
心
に
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
及
び
転
職
希
望

者
等
の
う
ち
、
農
業
で
の
就
労
ま
た
は
就
農
希

望
者
等
を
対
象
に
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
が
、

こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
技
術
科
学
的
な
成
果
と

農
業
人
材
育
成
事
業
の
実
績
を
踏
ま
え
、
農
業

へ
の
就
労
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

令
和
２
年
度
「就
職
・転
職
支
援
の
た

め
の
大
学
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
事

業
」ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス

の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た 

！ 

内
高
弘
同
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
開
会
式
後
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
受
講
生
の
自
己
紹
介
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
受
講
動
機
や
学
び
た
い
事
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
互
い
に
交
流
を
深
め
、
４
ヶ
月
に
及
ぶ

プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
が
充
実
し
た
時
間
に
な
る

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。 

（
文
責 

水
鳥
絵
理) 

先
進
事
例
の
視
察
研
修
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
よ
る
中
継
で
行
い
ま
し
た 

！ 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
植
物
工
場
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
９
期
生
12
名
」
及
び
「
IT
食
農
先
導

士
（
土
地
利
用
型
）
５
期
生
６
名
」
の
先
端
施

設
研
修
・
先
端
IT
農
業
研
修
と
「
東
海
地
域
の

６
次
産
業
化
推
進
人
材
育
成
事
業
10
期
生
：
受

講
生
14
名
」
の
先
進
事
例
調
査
研
修
を
同
時
に

行
う
「
合
同
視
察
研
修
」
を
計
画
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

リ
ス
ク
が
高
止
ま
り
す
る
中
で
断
念
し
、
代
わ

り
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
中

継
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。
視
察
は
、
10
月
９

日
（
土
）
に
実
施
し
、
午
前
中
が
豊
橋
市
七
根

町
、
山
元
和
彦
氏
のT-cube

ハ
ウ
ス
に
お
け
る

ト
マ
ト
の
高
糖
度
栽
培
及
び
そ
の
経
営
状
況

を
、
午
後
が
、
豊
川
市
萩
町
（
有)

こ
だ
わ
り
農

場
鈴
木
：
鈴
木
晋
示
氏
（
IT
食
農
先
導
士
１
期

生
の
ブ
ラ
ン
ド
米
及
び
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
生

ニューファーマーサポートコース開講式の写真

（2021年8月28日）   

東海地域の６次産業化推進人材育成第10期生 

開会式集合写真（２０２１年９月４日） 

 
 

２
０
２
１
年
９
月
４
日(

土)

に
「
東
海
地
域

の
６
次
産
業
化
推
進
人
材
育
成
」
の
開
講
式
が

行
わ
れ
、
10
期
生
14
名
を
迎
え
ま
し
た
。 

浴
俊
彦
先
端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
長
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
山



 

ケ
イ
ト
ウ
（
学
名
：C

elo
sia

 
cris-

ta
ta

 L
.

）
は
、
ヒ
ユ
科
ケ
イ
ト
ウ
属
の

夏
か
ら
秋
ま
で
長
く
開
花
す
る
一
年
草

で
す
。
原
産
地
は
、 

熱
帯
ア
ジ
ア
、

イ
ン
ド
。
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ

リ
カ
な
ど
の
熱
帯
、
亜
熱
帯
な
ど
に
約 

30
～
40
種
が
分
布
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
原
産
地
で
は
、
多
年

草
で
す
が
、
日
本
の
気
候
で
は
花
後
に

枯
れ
て
し
ま
う
の
で
一
年
草
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
ま
す
。 

ニ
ワ
ト
リ
の
ト
サ
カ
に
似
た
赤
い
花

を
つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
ケ
イ
ト
ウ
（
鶏

頭
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
色
づ
く
部
分
は
茎
が

変
形
し
た
花
序
で
、
形
に
よ
り
ト
サ
カ

ケ
イ
ト
ウ
、
羽
毛
ケ
イ
ト
ウ
、
ヤ
リ
ケ

イ
ト
ウ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

発
芽
適
温
は
25

℃
前
後
。
ま
き
急

が
ず
、
５
月
上
旬
以
降
に
な
っ
て
か
ら

季
節
の
花
紹
介 

ケイトウの花   

産
・
経
営
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
10
月
10
日
に
は
、
「
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ー
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス
37
名
」
の

方
達
が
、
同
様
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

よ
る
リ
モ
ー
ト
中
継
視
察
を
実
施
し
、
午

前
が
、
岡
崎
市
岡
町
（
有
）
小
久
井
農

場
：
小
久
井
正
秋
氏
の
低
農
薬
栽
培
米
や

野
菜
の
大
規
模
経
営
を
、
午
後
が
碧
南
市

桃
山
町
（
株
）
に
い
み
農
園
の
ト
マ
ト
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
開
発
及
び
ト
マ
ト
を
含

む
野
菜
栽
培
、
経
営
状
況
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。 

 

両
日
と
も
、
経
営
主
の
方
に
、
①
経
営

体
の
概
要
（
歴
史
、
従
業
員
数
、
工
場(

栽

培
）
面
積
、
組
織
図
な
ど
）
、
②
経
営
理

念
、
③
経
営
状
況
、
④
将
来
へ
の
展
望
等

を
話
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
栽
培
、

出
荷
現
場
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
、
リ
モ
ー
ト
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
受
講
生
の
方
達
か
ら
は
、
熱
の

こ
も
っ
た
質
問
が
積
極
的
に
な
さ
れ
、
そ

れ
に
対
し
て
、
経
営
主
の
方
達
か
ら
は
、

丁
寧
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
。
（
文
責
：
山
内
高
弘 

） 

ま
く
よ
う
に
し
ま
す
。
移
植
を
嫌
う
の

で
、
直
ま
き
か
、
ポ
ッ
ト
な
ど
に
ま
い
て

育
苗
し
て
か
ら
根
鉢
を
崩
さ
な
い
よ
う
注

意
し
て
植
え
つ
け
ま
す
。
嫌
光
性
の
タ
ネ

な
の
で
、
軽
く
覆
土
し
て
、
発
芽
ま
で
新

聞
紙
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
光
が
当
た
ら
な
い

よ
う
に
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
植

え
つ
け
る
場
合
は
、
根
を
切
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
す
。
日
当
た
り
と
水
は
け
の

よ
い
場
所
が
適
地
で
す
。
有
機
質
に
富
む

土
を
好
む
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
堆
肥
、
腐

葉
土
な
ど
を
多
め
に
す
き
込
ん
で
お
き
ま

す
。 生

育
に
は
十
分
な
水
分
が
必
要
で
す
か

ら
、
根
が
し
っ
か
り
張
る
ま
で
は
極
端
に

乾
か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
施
肥
は
、

庭
植
え
で
は
、
ほ
と
ん
ど
不
要
で
す
。
鉢

植
え
で
は
、
本
葉
３
～
４
枚
の
こ
ろ
か
ら

蕾
が
出
る
ま
で
、
月
に
３
回
く
ら
い
液
体

肥
料
を
施
し
ま
す
。
日
当
た
り
や
水
は
け

が
よ
く
な
い
と
、
立
枯
病
や
灰
色
か
び
病

が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
連
作
障

害
も
発
生
す
る
の
で
、
数
年
ご
と
に
場
所

を
変
え
る
の
が
安
全
で
す
。 

（
文
責
：
山
内
高
弘
） 

旬
の
食
べ
物
カ
シ
ュ
ウ
イ
モ
（エ
ア
ー

ポ
テ
ト
、
宇
宙
い
も
） 

学
名
：D

io
sco

rea
 b

u
lb

ifera
 L

. 

英
名
：A

i
r 
p
o
t
a
to 

カ
シ
ュ
ウ
イ
モ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
原
産
、

ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
ヤ
マ
ノ
イ
モ
属
の
植
物
で
す

。
カ
シ
ュ
ウ
イ
モ
の
主
な
食
用
部
位
の
む
か

ご
は
、
地
下
部
で
は
な
く
地
上
部
（
空
中
）

の
つ
る
の
葉
腋
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
「Ai

r
potao

＝
エ
ア
ー
ポ
テ
ト
」
と
呼
ば
れ
、

熟
し
た
む
か
ご
の
表
面
は
黒
褐
色
に
な
り
、

不
規
則
な
形
や
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
か
ら
隕

石
に
見
立
て
て
「
宇
宙
い
も
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
ヤ
マ
イ
モ
や
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
の
む

か
ご
は
、
ア
ズ
キ
や
ダ
イ
ズ
ほ
ど
の
大
き
さ

の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
カ
シ

ュ
ウ
イ
モ
の
む
か
ご
は
、
卵
の
大
き
さ
の
も

の
か
ら
そ
れ
以
上
の
大
き
さ
に
も
な
り
ま
す

。
む
か
ご
の
表
皮
を
少
し
削
る
と
、
そ
の
下

に
緑
の
地
の
色
が
出
て
き
ま
す
が
、
中
の
果

肉
は
黄
色
く
、
皮
を
剥
い
た
と
き
に
、
掘
り

た
て
の
筍
の
よ
う
な
香
り
が
ほ
の
か
に
し
ま

す
。
そ
の
味
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
よ
う
に
淡
泊

な
味
わ
い
で
す
。
栽
培
方
法
は
、
一
般
的
な

ヤ
マ
イ
モ
と
同
じ
よ
う
に
つ
る
を
伸
ば
し
ま

す
。
葉
は
一
般
的
な
ヤ
マ
イ
モ
類
よ
り
も
大

き
く
、
繁
茂
す
る
の
で
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
と

し
て
も
使
え
ま
す
。
植
え
付
け
は
霜
が
降
り

な
く
な
っ
た
春
先
く
ら
い
か
ら
で
、
地
下
部

の
芋
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
ら
な
い
た
め
、

プ
ラ
ン
タ
ー
で
も
栽
培
で
き
ま
す
。 

収
穫
は

10

月
頃
か
ら
順
次
行
え
、

11

月
頃
ま
で
収
穫
で
き
ま
す
。 

（
文
責
：
熊
﨑 

忠
）   

カシュウイモ 

山元和彦氏T-cubeハウスの 

視察研修風景  


